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葉中のフェノ}ル性成分によるカバノキ属樹木の

ケモタキソノミ}

沈 艶波1 菱 洪洲1 覇 紹全2 祖 元剛2

高田克彦3 玉井 裕1 寺沢 実1

Chemotaxonomic Survey of Phenolics in the Leaves of 15 Birch Species 

by 

Yanbo SHEN1， Hongzhuo JIANG1， Shaoquan NIE2， Yuangang Zu2 

Katsuhiko TAKATA3， Yutaka TAMAI1 and Minoru TERAZAWA1 

要旨

53 

葉を用いて，カバノキ属 (Bet叫la)樹木を化学成分的に識別すること(ケモタキソノミー)の可能性を

検討した。

これまでにカバノキ属樹木の葉から単離された18種のフェノール性配糖体 [5種のpーヒドロキシフェ

ニール誘導体の配糖体 (II，IV， V， VIII， XV) ， 2種のリグナン配糖体(1， vII) 11種のフラボノイド

配糖体 (111，IX， X， XII， XIV， XVI -xxI)]を標品として用いて， 15種のカバノキ属樹木葉の含有成

分を薄層クロマトグラフィーを用いて比較した。

その結果，カバノキ属に共通する成分(1， 11)，単一で種を特定することが可能な指標成分 (XV，xXI)， 

属内をグループ分けすることが可能な指標成分(lv，V， VIII， XVII， XIX， XX)，グループ内の成分の

組み合わせにより種を特定することが可能な指標成分 (m，VII， X， XII， XV， XVI， XVIII)などの存

在が明らかとなった。配糖体XVIIIは形態学的に類似した B.pend叫laとB.tubescensを識別することを可能

にする指標成分であった。さらに B.alleghaniensisとB.luteaは別種とされていたが，最近の形態学的分

類学の成果により同一樹種であると認定された。本研究においても，両樹種の含有化学成分はまったく同ー

であることが分かり，形態学的分類上の成果を化学分類学的に支持する結果となった。

キーワード:カバノキ属，フェノール性配糖体，ケモタキソノミー
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かの検討を行った。

樹木の抽出成分は広範囲の化合物群にわたって

いるが Pinaceae (マツ科)の P開山(マツ属)

の心材のスチルベン類 Rosaceae パラ科)の

Pru仰 s (サクラ属)のフラボノイドのように属に

特有な成分および化合物群が見いだされている

7，8)。また， Salicaceae (ヤナギ科)の Salix (オ

ノエヤナギ属)の葉においては p-ヒドロキシフ

ェニール誘導体の配糖体のように樹種特有成分の存

在により樹種の識別が可能であるとしている9)。以

上のように，フェノール類を検討することにより，

属問，また種聞の識別に利用する指標成分として利

用することが期待し得る。

カバノキ科樹木の木部には C6-C7-C6の基本的

炭素骨格をもっフェノール成分である diarylhepta-

noidsが含有されている。 Betuleae亜科に属する

Al側 sおよびBet叫la両属の樹木には関環および閉環

型の diarylheptanoids化合物が共在する10)。一方，

Caryleae亜科に属する Caψtnusおよび Ostrya両属

の樹種からはこれまでに，閉環型の成分のみしか単

離されていない11，12)。このことはカバノキ科の 2

つの亜科聞で化学成分に相違のあることを示す興味

ある結果を示している。分類学的見地，とくにケモ

タキソノミーの観点から， diarylheptanoidsは指標

成分として利用し得ることを示している。 Lund-
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対象としたカバノキ属15樹木の形態特徴と化学的分類特徴
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カバノキ科 (Betulaceae)の樹木は， Betuleae， 

Caryleaeの2亜科からなり，前者は Al仰 s， Betula 

の2属が，また，後者には Corylus，Carpinus， Ostηa， 

Ostryopsisなどの 4属が分類されいる 1)。カバノキ

属 Bet叫la樹木は北半球の温帯から亜寒帯にかけて

の主要樹種の一つであり，約40種ほどあるといわれ

る2)。カバノキ属樹木の英名は birchで，中国名は

樺木である。カバノキ属樹木の主要な形態的通性を

あげると，落葉高木または低木，葉は互生する単葉

である。花は単性で雄雌問株。雄花には雌ずいが2

個あって花糸が2裂すること，球果状を呈する果序

の鱗片は堅果とともに脱落することが異なっている

(表1)。

樹木はその形態的特徴および生態的特徴により

分類される。しかしながら形態による分類が極めて

困難な樹種が存在する。例えば，B. plaゆhylla，

platyphylla var. mandshuricaおよびB.PlatYPhylla 

var. japonicaの種間3)， B. pendulaとB.pubescens 

の種間4) また B.l仰 ta，B. lutea， B. alleghanien. 

sisの種間5，6)などである。これらの樹種は確かに

互いに形態的に類似しており，今回の研究において

も形態学的分類は困難であった。そこで，カバノキ

属樹木の分類を化学成分的に行うことが可能かどう
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grenらは，カバノキ属樹木の B.pend叫ωとB.仰 bes.
censは形態的に類似しており，If.いに識別が困難で

あるが，内樹皮に含まれる diarylheptanoid配糖体

である platyphylloside13)が B.pendula樹皮の特徴成

分として多量に存在し B.仰 bescensには微量しか

ないことで両樹種を化学的に識別が可能であること

を示した14)。しかしながら，これまでの研究は，

対象樹種が2，3種と限られており，化学成分的に

多数のカバノキ属 (Betula)樹木を分別する研究は

なされていない14)。

樹木の葉は形態分類上の指標の一つであり，木

を伐倒することなく，容易に入手できるなど研究対

象として利用しやすいなどの特色を有する。本研究

はカバノキ属 (Bet叫la)樹木15種の葉を対象とし，

含まれるフェノール性化合物について検討し，化学

分類の可能性を探った。

2.実験

2.1 葉の抽出および分画

2.1.1 試料

本研究に用いた15種のカバノキ属樹木の葉は，

北海道大学演習林札幌苗畑，林木育種センター北海

道育種場，中国黒竜江省東北林業大学帽子山演習林

で採集した。採取場所，採取時期などを表2に示し

うち 6種が北海道に生育する。本研究では B.

apoi抑制isNakai (アポイカンパ)16)を除く 5種を

用いた。すなわち， B. Platyphylla Sukatchev var. 

japonica Hara (シラカンパ)， B. ermanii Chamisso 

(ダケカンノ'¥)， B. tatewakiana M. Ohki (ヤチカン

パ)， B. maximowicziana Regel (ウダイカンパ)お

よびB.da叩 ricaPalls (ヤエガワカンパ)である16)。

アジア産の樹種としては，シラカンパの基本種であ

るB.platyphylla Sukatchev (コウアンシラカンパ)

をはじめとして，B. PlatYPhylla var. mandshurica (マ

ンシュウカンパ)， B. costata Treutvetter (チョウ

センミネパリ)， B. jruticosa (チャボオノオレ)な

どを用いた。これらはアジアの東北部に分布してい

る17)。ヨーロッパ産の樹種としては B.pendula 

Roth (オウシュウシラカンノ'¥)およびB.仰tbescens

Ehrhart (ウラゲシラカンノ'¥)などを用いた4)。こ

れらはヨーロッパのほぼ全域からシベリアにかけて

分布している。北米産の樹種としては B.lenta Lin-

naeus アメリカミズメ)， B. lutea Linnaeus 

Michaux (キハダカンパ)， B. alleghaniensis Brit-

ton (キカンパ)18) およびB.pa妙門戸raMarshall (ア

メリカシラカンパ)6)などを用いた。これらは北ア

メリカ・カナダに分布している。

2.1.2 抽出および分別

各種樹木の葉(約100g) を採取後，直ちに95%

た。 エタノール (EtOH) (約500mI)に浸漬し，室温で

日本産カバノキ属樹木は11種とされ15) その 2週間抽出した。抽出液は減圧下で40"(;でシロップ

表2 供試木の種類、採取地および採取時期

No. 樹 種 採 取 地 採取時5年期) 

1 B. platyphyl!a コウアンシラカン}'¥ 中国黒龍江省ハルピン 7/30 

2 B. platyphylla var.慨側dshurica マンシュウシラカンパ林木育種センター北海道育種場 9/20 

3 B. Platyphylla var. ja，ρonica シラカン}'¥ 北大農学部苗畑 8/14 

4 B.仰め刷ifera アメリカシラカン}'¥ 林木育種センター北海道育種場 9/20 

5 B. costata チョウセンミネJ'¥リ 中国黒龍江省ハルピン 7/30 

6 B. er>>岨ntt ダケカンノf 。 。

7 B. pendula オウシュウシラカンバ林木育種センター北海道育種場 9/20 

8 B.仰besc，同 S ウラゲシラカンパ 。 ~ 

9 B. lenta アメリカミズメ イシ 。

10 B. lutea キハダカンパ 。 イシ

11 B. alleghaniensis キカンJ'¥ イシ ク

12 B. fruticosa チャボオノオレ 中国黒龍江省ハルピン 7/30 

13 B. da仰trtca ヤエガワカンバ 林木育種センター北海道育種場 9/20 

14 B. tatewakぬ陶 ヤチカンパ イシ イシ

15 B.刑αximowiczia:叩 ウダイカンJ'¥ 。 4シ
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状になるまで濃縮した。得られたエタノール抽出物

は分液ロートを用いて，クロロホルム可溶部，水飽

和酢酸エチル可溶部に分別した。各試料の水飽和酢

酸エチル可溶部を用いて，クロロホルム:メタノー

ル:水 (CHCI3/MeOH/H20)(60:10:1-40:10:1， v /v) 

を溶出溶媒として，シリカゲルカラム (Wakogel

C-200) を通過させ，分離を行った。各フラクショ

ンの確認は薄層クロマトグラフイー (TLC) (Silica 

gel: Merk Kieselgel 60GF254，展開溶媒:

CHCI3/MeOH/H20=40:10:1 (v/v) ，発色剤:ジアゾ

化スルファニル酸 (DSA) アルカリ溶液， 50% 

H2S04溶液， 10分間加熱)で行った。これまでに，

カバノキ属15種樹木の葉より， 18種のフェノール成

分を含む21種の化合物が単離された(図 1-1-1 

4)。

2.1.3 誘導体化

単離化合物についてアセチル誘導体を調製し

た。乾燥した試料を少量のピリジンに溶解し，さら

に少量の無水酢酸を加え，密封したのち55'Cで24時

開放置し，アセチル化を行った。反応後，反応、液を

50mlの氷水に滴下し， 10分開放置した後，生じた

沈殿を液過した，得られた沈殿を蒸留水で洗浄し，

乾燥させた。単離したアセテートはシリカゲルカラ

ムクロマトグラフィーで精製したのち，分析に供し

た。

2.1.4 機器分析

単離された化合物は以下の措置を用いて同定，

構造決定を行った。 1H-および13C核磁気共鳴

(NMR)はBrucker製AM-500，紫外線 (UV)スペ

クトルは日立製作所製 U-3200型，赤外線(IR)ス

ペクトルは BIO-Rad製FTS-7型，質量 (MS)スペ

クトルは EI-MSは島津製作所製 GCMS-QP1000お

よび日本電子製JEOLjMS-DX300，FD-MSは日本

電子製jEOLJMS-OISG-2，旋光度は日本分光製

DIP-360型であった。

2.2 カバノキ属樹木15種業中の含有成分の比較

15種カバノキ属樹木の葉(約100g)のエタノー

ル抽出物の水飽和酢酸エチル可溶部を用いた。厳密

な分離確認のために市販の薄層クロマトグラフィー

[HPTLC-DIOLF254S (10 X 10cm)を用い，展開溶

媒として CHCVMeOH/H20=40:10:1(v/v) を，発

色剤として DSA，50%H2S04， 105'C加熱]を用いて，

含有成分を比較検討した。

3.結果と考察

3.1 15種のカバノキ属樹木葉の抽出成分

各樹種の葉のエタノール抽出物の水飽和酢酸エ

チル溶液画分から， 18種のフェノール性西日糖体を単

離し，構造を解析し報告した(図 1-1 -1 -4 ) 19-21)。

B. Platyphylla var. japonica (シラカンパ，表1

の3)の葉より betuloside(II)， 3，4'-dihydroxy-

propiophenone-3-β ーD-glucopyranoside (vm)， 

salidroside (V) ，arbutin (XV) ，3，4'-dihydroxy-

propiophenone-3-(6"-caffeoyl) -s -D-glucopyranoside 

(IV)など5種のp-ヒドロキシフェニール誘導体の

配糖体を(図上1)瑚，1-(4'-hydroxy-3'-methoxyphenyJ)-

2-[1"-(3-αL-r ham nopyr anosyloxypropy 1) 

3"一hydroxyphenoxy]一1，3-propanediol(1)および

cis-2，3-dihydro-2-(4'-aιL-rhamnopyranosyloxy-

3'-methoxyphe町 1)-3-hydromethyl-7-hydroxy-

5-benzofuranpropanol (vII)などの 2種のリグナン

西日糖体を(図1司 20)，myricetin-3βD寸yxofuranoside

(X)， quercetin-3ーαーD-arabinofuranoside(m)， 

quercetin-3-rhamnpyranoside (IX) ，quercetin-3α-

Dー伊lactopyranos地図。，町ricetin-3-rhamnopyranos地

(XIV) ， quercetin-3-s -D-xylopyranosyl-(1-2)-

s -D-galactopyranoside (XVI)など6種のフラボノ
イドを21)単離した(図1-3)。

B. Plaりゅhyllavar. mandshurica (マンシュウカン

パ，表1の2)の葉より myricetin-3-s -D-galacぬpyranoside

(xvm)を単離し，B. lenta (アメリカミズメ，表1

の10)の葉より kaempferol-3，7司dirhamnopyranoside

(XVII) ， kaempferol-3-r・hamnopyranoside7-s -

D-xylopyranosyl-(1-2) -rhamnopyranoside (XIX)を

単離し21) B. tat.仰'aki叩 n(ヤチカンパ，表1の14)

の葉より quercetin-3-rhamnopyranosyl-(1-6)一β-

D-gl ucopyranoside (XX)を単離し21) B. max仰 0-

wicz旬仰(ウダイカンパ，表1の15)の葉より quercetin-

3-rhamnopyranosyl-(1-2) -s -D-glucopyranoside 

(XXI)をそれぞれ単離した(図1-4)21)。

フラボノイドの配糖体は quercetin，myricetin， 

kaempferolをアグリコンとして，その 31立に 1-3

個の糖残基を結合する配糖体であり，この属の樹木

の特徴と考えられた。
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図1-2 シラカンパ葉から単離されたリグナン配糖体

57 



58 北海道大学農学部演習林研究報告第57巻第 1号
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図1-3 シラカンバ葉から単離されたフラボノイド配糖体
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図1-4 シラカンバ以外のカバノキ属葉から単離されたフラボノイド配糖体
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図2に示した。 Rf値および呈色反応により，それ

ぞれを明確に区別ができることを示した。単離した

配糖体を用いて，各樹種葉の水飽和酢酸エチルの含

第57巻北海道大学農学部演習林研究報告

3.2 カバノキ属樹木葉に含まれるフェノール性配

糖体の比較

単離した18種のフェノール性化合物の TLCを
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カバノキ属の樹木葉から単離された化合物(21種)の TLC

展開溶媒 CHCl3:MeOH:HzO=40:10:1.v/v 呈色反応 DSA+ 50%HzS04 ; 
VI， Xl :セスキテルペン配糖体 XIII:糖質*新規化合物
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その結果を形態学的分類の結果と比較すると両者は

よく一致した。なお，樹木名の後の( )内の数字

は表1に対応する。

葉中のフェノール性成分によるカバノキ属樹木のケモタキソノミー(沈ら)

有成分の比較を TLCにより行った(図3)。極性の

低い化合物群から極性の高い化合物群をそれぞれ共

有する樹種をグループとしてまとめた。
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3.2.1 カバノキ属樹木を識別することが可能な指

標成分

リグナン配糖体である化合物Iおよびp-ヒド

ロキシフェニール誘導体の配糖体である化合物 II

は，本研究に供した15種のカバノキ属樹木のすべて

の樹種から検出された。従って，化合物Iおよび11

はカバノキ属と他の属を区別することを可能とする

指標成分である可能性がある。

3.2.2 単一で樹種を特定することが可能な指標成

分の存在

p-ヒドロキシフェニール誘導体の配糖体であ

る化合物 XVおよびquercetinをアグリコンとする

フラボノイド配糖体である化合物 XXIは，それぞ

れ B.platyphylla var. japonica (3)， B. maximo仰 c.

ziana (15)のみに存在する成分であり，これらの

存在によりこれらの種を他の種から識別しえた。

3.2.3 属内をグループ分けすることが可能な指標

成分

葉に含まれるフェノール性配糖体の共通性によ

り， 15種のカバノキ属樹木を 5つのグループに分け

ることができた。

1) B. plaか帥，ylla (1)およびその変種である B.
PlatYPhylla var.刑andshurica (2) とB.platyphylla 

var. japonica (3)に含まれるフェノール配糖体の

パターンはEいによく類似していた。 p-ヒドロキ

シフェニール誘導体の配糖体である化合物 IV，V 

およびVIIIはこれら 3樹種のみに共通して存在し

た。これらは，その他のカバノキ属樹種から識別し

える指標成分となりうることを示した。最も多くの

フェノール配糖体を検出できるグループとしてこれ

らを一つのグループ(グループ1)にまとめた。こ

れら 3種は形態的にも類似しており，同定が難しい

とされていた3)。化学成分にも互いに類似していた。

2) B. costata (5)およびB.ermanii (6) は外

観には違いがあるが，果実の形態の類似から近縁と

されていた4)。これら 2樹種の化学成分のパターン

は類似しており，化学成分的にも近縁であることが

示された。その他，B. papyrifera (4)， B. pendula 

(7)およびB.仰 bescens (8) に含まれるフェノー

ル性配糖体のパターンはEいに類似していた。これ

らはいずれも配糖体IXおよびXIVを共通して含

み，極性の低い化合物を含まないところから，同一

グループとした(グループ2)。

B. pendula (7) とB仰 bescens (8) とは互い

に形態的に類似しており同定が難しいとされていた4)

含有成分も類似していたが，B. pubescens (8)に

特有な成分が存在した。

3) B. lenta (9)， B. lutea (10) および B.

alleghaniensis (ll)に含まれるフェノール性配糖

体のパターンは互いに類似していた。 kaempferol

をアグリコンとするフラボノイド配糖体XIIおよび

XIX は3樹種のみに共通して存在し，その他のカバ

ノキ属樹種から識別しえる指標成分となりうること

を示した。これらを一つのグループ(グループ3)

にまとめた。これらの内，B. lutea (10) 18)とB.

allegha時的~sis (ll) とは形態的に類似しており区

別が難しく，両樹種は同一であるとされていた5，6)。

4) B. fruticosa (12)， B. davurica (13)および

B. tatewakinan (14) に含まれるフェノール配糖体

のパターンは互いに類似していた。 quercetinをア

グリコンとするフラボノイド配糖体XXはこれら 3

樹種のみに共通して存在し，その他のカバノキ属樹

種から識別しえる指標成分となりうることを示し

た。また，これらは，共通成分XIIおよびXIVを

含むところから一つのグループ(グループ4)にま

とめた。

5) q uercetinをアグリコンとするフラボノイド

配糖体である化合物XXIはB.隅似側側I'ICzia加 (15)

にのみ存在しており，その他のカバノキ属樹種から

識別しえる指標成分となりうることを示した。これ

らは，他の樹種に存在しない極性の高い化合物群

(XVI， XXI)を含むところから，一つのグループ(グ

ループ5) とした。

3.2.4種の特定

1)グループ1においては quercetinをアグリ

コンとするフラボノイド配糖体である化合物 XVI，

p-ヒドロキシフェニール誘導体の配糖体である化

合物 XVはB.platyphylla var. japonica (3)のみに

存在し，他の B.PlatYPhylla (1) とB.platyphylla 

var.隅andshurica (2) と区別し特定することがで

きることを示した。 quercetinをアグリコンとする

フラボノイド配糖体である化合物 XIIは，B. plaり1・

phylla (1)に存在するが，B. platyphylla var.刑制-

dshurica (2)に存在しないことにより，両樹種を

区別することができることを示した。

形態的に類似した上記3樹種であるが，含有化

学成分の存否で樹種を特定することができた。

2)グループ2においては myricetinをアグリ
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コンとするフラボノイド配糖体である化合物

XVIII，リグナン配糖体である化合物 VIIは，それ

ぞれB.ermanii (6)， B.仰 bescens (8)に存在し，

その他の B.papyrifera (4)， B. costata (5)および

B. pendula (7) と区別し特定することができるこ

とを示した。 quercetinをアグリコンとするフラボ

ノイド配糖体である化合物 XIIはB.pendula (7) 

に存在し，B. papyrifera (4)およびB.costata (5) 

と区別ができることを示した。 B.costata (5) に存

在する 2つの quercetinおよびmyricetinをアグリ

コンとするフラボノイド配糖体である化合物凹お

よびXはB.papyrifera (4)に存在しないことにより，

両樹種を区別ができることを示した。 Lundgrenら

により ，B. pendula (7) とB.仰bescens (8) とは

内樹皮中に存在する platyphylloside13)の多少で，

区別し得るとされていた14)。葉中の化合物 XVIII

がB.pendulaに存在せず B.仰 bescensにのみ存在

することで両者の区別がよりはっきりと示された。

3)グループ3においては myricetinをアグリ

コンとするフラボノイド配糖体である化合物XVIII

はB.lenta (9) に存在するが，B. lutea (10) と

B. alleghan問問s (ll)に存在しないことにより，

両樹種を区別することができることを示した。しか

し，これらの内の B.lutea (10) とB.alleghanien-

sis (ll)の含有成分は全く同一であり，両者は同

一樹種であるとする形態学的分類の報告5，6)を化学

成分的にも支持した。

4)グループ4においては quercetinをアグリ

コンとするフラポノイド配糖体である化合物凹は，

B. davurica (13) とB.tatewak仰 ω (14)には存在

するがB.fruticosa (12)に存在しないことにより，

B. davurica (13) とB.tatewakωna (14) はB.

fruticosa (12) との区別ができることを示した。し

かしながら，B. davurica (13)とB.tateω抑制 (14)

は形態的には相違が大きいにもかかわらず，含有成

分に違いが現れず，化学成分的には区別が困難であ

った。

5)グループ5のB.伽 ximowiczia仰 (15)は前

述したように quercetinをアグリコンとするフラ

ボノイド配糖体である化合物 XXIの存在により種

の特定が可能であった。

3.2.5 B.luteaとB.alleghaniensis 

B.l叫tea (10) 18)とB.alleghaniensis (ll)は，

その含有成分は全く同じであり，また，形態的な特

徴も非常に類似しており，区別しにくい樹種であっ

た。1979年に出版された rNativeTrees of CanadaJ 5)， 

1996年に出版された「木の大百科J6)において，両

者は同一樹種であると報告されている。本研究にお

いて化学成分的に区別不可能とした両樹種が，形態

学的分類にも同一種であるとされていたことは，化

学的に種を特定する試みの有用性を示している。

3.2.6 B. dat叫nω とB.tatewakia加

B. dav叫rica (13) とB.tatewakiana (14)は，

今回の研究においては，含有成分がまったく同じで

あり，化学成分的には互いに種の区別が不可能であ

った。しがしながら，この2種は形態的に特徴は大

きく異なっている。 B.davurica (13)は，高さ20メー

トルぐらいになり，葉は菱形状卵形である。樹皮は

帯灰褐色または灰色で，鱗片状に幾重にもはげ落ち

る。一方 B.tate叫，akia叩 (14)は，高さ 2メート
ルに満たない低木で，葉は質が厚く，小さな楕円形

である。従って，両樹種は形態上でかなり違う印象

を受け，簡単に識別することはできる4)。形態的に

大きく異なる 2種でありながら含有成分が同一であ

ることは，両樹種の類縁関係の可能性を示唆してお

り，地形的特色に応じて適応放散していった可能性

を示しており興味深い。遺伝子による分類系統学な

検討が望まれる。

4.おわりに

15種のカバノキ属樹木葉中のエタノール抽出物

の水飽和酢酸エチル溶液可溶部を対象に含有成分の

検索を行い，これまでに新規化合物を含め 5種の

p-ヒドロキシフェニール誘導体の配糖体19) 2種

のリグナン配糖体20) II種のフラボノイド21)など

のフェノール性配糖体を以前に単離し構造を明らか

にした。

15種のカバノキ属葉の含有成分を比較し，上記

成分の内，単一で種を特定することが可能な指標成

分，属内をグループ分けすることが可能な指標成分，

属内の成分の存否を組み合わせにより種を特定する

ことが可能な指標成分などが存在することを示し

た。互いに近縁である樹種 (B.plaゆhyllavar. japo-

nica， B. Platyphylla， B. plaりIthyllavar.桝andshurica，

または B.erm仰 ii，B. costata)，また形態的に類似

した樹種 (B.仰 besc問 sとB.pend叫la，または B.

伽 ta，B. lutea， B. alleghanie叫sis)は化学成分から
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もそれぞれが同じグループに属すことを示した。

B. luteaとB.allegha1抑制isは，同一樹種であると

分類されており 5.6) 化学成分的にも同一種である

ことが支持された。以上のことから，カバノキ属樹

種の業中のフェノール性成分の比較は，形態学的分

類と同様に，種聞の分類に役立つことを示した。

形態学的分類では区別しづらい樹種 (B.platy. 

phylla var. japonica. B. PlatYPhylla. B. PlatYPhylla 

var情。ndshuricaまたはB仰 bescensとB.pend叫la)

においても，化学成分の比較により互いに区別する

ことができた。また，一方，化学成分では区別しづ

らい樹種 (B.tatewakianaとB.davurica)の場合は，

形態学的比較により特定することができた。従って，

形態学的と化学成分的知見と総合することによっ

て，カバノキ属15種の同定が可能であった。

これまでに，カバノキ科樹木に特徴的な指標と

して diarylheptanoidsが木部や樹皮部から多く得ら

れていた。しかしながら，今回の研究では，カバノ

キ属樹木の葉中からは diarylheptanoidsは検出され

なかった。カバノキ属葉中にはp-ヒドロキシフエ
ニール誘導体の配糖体19) リグナン配糖体20) フ

ラボノイドの配糖体21)などが多く存在していた。

これらは木部や樹皮部の diarylheptanoidsと同様，

カバノキ属樹木の樹種を特定する指標成分としての

意義を有することが明らかとなった。

今回対象とした北海道産の主要な Betula属樹

木のうち，ヤチカンパ (14)を除くシラカンパ (3)• 

ダケカンパ (6).ヤエガワカンパ (13).ウダイカ

ンパ (15)の系統関係について，小池は，ウダイカ

ンパ(15) とダケカンパ (6)が極めて近縁で，シ

ラカンパ (3) とヤエガワカンパ (13) を加えたカ

バノキ属4種は一つのまとまりを示すとしている22)。

今回の化学成分の分析からは，シラカンパ (3)は

グループ1に，ダケカンパ (6) はグループ2に，

ヤエガワカンノ~ (13) とヤチカンパ (14) はグルー

プ3に，ウダイカンパ (15)はグループ5に属した。

北海道産の主要なカバノキ属樹木は化学成分の類似

性から，おおまかに5つに分けた各グループに分散

して属することが分かった。

Betula属樹木は同時に開花するため，変種が多

く見られる4)。変種として，アカカンパ (B.erma. 

nii var. s叫bcordata)• ナガパノダケカンパ (B. erma 

叫iivar. japonica). エゾノシラカンパ (B.plaち伊hylla

var. ka刑 tschatica)• ヒダカヤエガワ (B. davurica 

var. okuboi) などがある6)。これらの樹種の化学成

分の比較，最適な比較時期の検討，および遺伝子に

よる系統分類を今後の課題としたい。
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Chemotaxonomic survey of chemical components in leaves of Betula was conducted. 

Phenolic glycosides [5 glucopyranosides of ρhydroxyphenyl derivatives(II. IV. V. VIII. XV). 2 

lignan rhamnopyranosides(I. VII). 11 flavonoids(III. IX. X. XII. XIV. XVI - XXI)] isolated from the 

leaves of 15 Betula species were compared by TLC. The glycosides 1 and 11 are the characteristic gly. 

cosides found in all species of Betula. The glucoside XV was the characteristic component found only 

in B. Plaり!thyllavar. jatonica. and the glycoside XXI was found only in B. maximowicziana. Based on 

the analysis of 18 phenolic glycosides. fifteen birch species were classified into five groups based on 

the characteristic phenolic glycosides found in each group (IV. V. VIII. XVII. XIX and XX). Combina. 

tion of phenolic glycosides enable to identify species(III. VII. X. XII. XV. XVI. XVIII). The glycosides 

XII. XV and XVI could be used for recognition of morphologically similar species B. Pla砂少hylla.B. 

pla勿!thyllavar. mandshurica and B. Plaち!thyllavar. jatonica. respectively. The glycoside XVIII could 

be an indicator to distinguish morphologically similar species B. pendula and B. pubescens. In this 

study. it was supported by chemical analysis that B. lutea and B. alleghaniensis are the same species. 

which have been determined by morphological classification before. 

Key words : Betula. phenolic glucosides. chemotaxonomy 


